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第22回 「新型コロナウィルスとビッグ４」

～ どうなる米国の大統領選 ～

初めに
ここ数年、世界に大きな影響を与えてきたリーダーとしては、米国のトランプ大統領、日本の安倍晋三
首相、中国の習近平国家主席、ロシアのプーチン大統領の4人が挙げられますが、自分はこの4人を
「ビッグ4」と呼んでいます。新型コロナウィルス（以下新型コロナ）の問題は、この4人の今後にも大きな影
響を与えると予想されますが、今回はそうした影響について考えます。

大統領選はどうなる
もっとも影響が大きいと思われるのがトランプ氏です。当初は東アジアが舞台だった為、余裕で高みの
見物といった雰囲気でした。しかし米国にも本格的に飛び火した為、対応に苦慮しています。また注目さ
れるのは大統領選への影響ですが、現在米国では感染者や死者の増加が続いていることを考えると、
予定通り選挙を実施できるのか、集会は実施できるのかなどの問題が浮上する恐れもあります。州に
よっては災害時の対応を定めているところもありますが、全国的なものはないようです。こうした点も含め
て、新型コロナが大統領選に与える影響が注目されます。

出遅れを取り返した安倍氏
問題発生当初は習氏の訪日もあったことから対応が遅れて非難を浴びた安倍氏ですが、その後は序
盤の遅れを取り戻し、打つべき手を打っていると思います。いろいろな問題で最近批判が多かった安倍
氏ですが、それを幾分か取り返したと言えそうです。

ここからが正念場の習氏
当初は情報公開の遅れなどから被害が広がり批判を受けた習氏ですが、最近は中国国内での新型コ
ロナは峠を越えた模様であり、一服というところではないかと思います。しかし、この問題により中国経済
が受けた傷は大きく、今後企業の破綻が増加する可能性が有ります。また、世界的にはサプライチェー
ンにおける中国への依存度を下げる動きが出てくると思われます。こうした長期的な問題に対応できる
かどうかが習氏の課題と言えるでしょう。

石油依存経済からの脱却がプーチン氏の課題
プーチン氏は憲法改正など国内での基盤固めを急いでいます。強力なライバルが不在なこともあり、
プーチン氏の権力が国内で脅かされる可能性は低いと見ています。プーチン氏の場合、課題は石油依
存経済からの脱却です。足元では新型コロナの影響による将来の景気悪化懸念から原油価格は下落し
ています。環境問題の影響なども考えると、今後も原油価格が上昇しにくい状況が続くと思われます。
石油依存経済からの脱却がプーチン氏の課題でしょう。
このように、新型コロナは「ビッグ4」それぞれに影響を与えることになると見ています。特に米大統領選へ
の影響には注目でしょう。
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